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特集！ヨコハマ西口アートプロジェクト
活動年表 2024
横浜西口エリマネニュース

TAKE FREE
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正社員

横浜駅西口振興協議会

FP 運営パートナー

横浜西口エリアマネジメントとは

横浜西口エリアの活性化や賑わいづくりの様々な取り組みを行っていくため
に、前身の横浜西口元気プロジェクトを発展させるかたちで 2017 年 4 月に設
立。イベントやワークショップなどの企画運営、横浜西口の情報発信やプロモー
ション、防犯や環境美化活動、まちのインフォメーション事業などに取り組み
ながら、横浜西口をより楽しく魅力的なまちにしていくことを目指しています。

㈱髙島屋　㈱横浜岡田屋　㈱ JR 横浜湘南シティクリエイト　㈱ルミネ　横浜西口商和会商店街　西口幸栄商店会
横浜駅西口五番街商店会協同組合　パルナード管理協議会　㈱ミツウロコ　イオンモール㈱　㈱谷川商店　相鉄ホテル㈱
㈱相鉄アーバンクリエイツ　㈱相鉄ビルマネジメント

相鉄ホールディングス㈱　㈱髙島屋　㈱ JＲ横浜湘南シティクリエイト　㈱ルミネ　㈱相鉄アーバンクリエイツ　日本木槽木管㈱
㈱相鉄ビルマネジメント　㈱横浜駅前ビルディング　㈱横浜岡田屋　相鉄ホテル㈱横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
学校法人岩崎学園　権田金属工業㈱　第百ゼネラル㈱キャメロットジャパン　㈱谷川商店　安田倉庫㈱　㈱ミツウロコ
横浜西口商和会商店街　西口幸栄商店会　横浜駅西口五番街商店会協同組合

日常生活で自然と触れる機会の少
ない現代の人々に都市部の水辺の
環境学習を提供しています。

ココペリプラスオンデザインパートナーズ
横浜の建築設計事務所。住宅から
公共建築、まちづくりや拠点運営
まで幅広く手がかけています。

FUTURE PUB’ LIC ヨコハマニシグチ
<アクセス>　相鉄横浜駅みなみ西口より徒歩 3 分
<お問合せ>　mail：info@yokohamanishiguchi.or.jp
<オープン>　（月）11時-16時（水）15時-19時（木）13時-17時
※イベントなどで変更することがあります。詳細はウェブサイトにて。

横浜ビブレ

ラ・ポーズ広場

Niigoひろば

みなみ西口広場

横浜にある音楽プロダクション。
音楽を通じて地域の活性化などに
も取り組んでいます。

リップカレントプロダクション
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ヨコハマ西口アートプロジェクト

横浜西口エリアの公共空間（橋上や公開空地）に常設の壁画（ミューラルアート）を制作することで、アートを通じて横
浜西口エリアに親しんでいただくことや、環境美化、環境改善、街を鮮やかに彩ることを目的に、2023 年からスタート。
2024年には横浜市より屋外広告物の特例許可を受け、対象面積の 100％（前回 30％）に範囲を拡張して実施しました。

テーマは、「エリアの文化と自然が育むサステナビリティ」とし、3 組
の壁画アーティストのコラボワークにより、ビビットなカラーの花々やアー
トの持つ躍動感、エリアの持続性をイメージしたピアノマンのモチーフ等を
色鮮やかな配色で制作。実際の壁画は、約 254 ㎡（前回75㎡）の大型アー
ト作品となりました。完成セレモニー＆お披露目会では、地元の横浜平沼高
校吹奏楽部の演奏や、壁画アーティストによる仕上げの筆入れなどを行い
ました。また、このプロジェクトは「ミナトノアート 2024」との連携により
実施しています。

djow（Toshio ono）と 8g（Eiji miyata）による 2 人組みの絵画作家。2 人での表現を追求し、
互いに共鳴し合い混然一体の "Gravityfree" らしい 1 つの世界観を作り出す。2002 年よりクラブ
イベントにて絵を描く遊びからライブペイントを始め、FUJI ROCK FESTIVAL を中心とする大型
野外フェスに数多く出演している。

確かな描写力・緻密なテクニック・現実を飛び越える自由な発想力と、あえて画風を決めずに
描くスタイルで大型壁画を中心に、企業や行政へのアートワーク提供、ライブペインティング
などの活動をしている。近年では、大型壁画を川崎市役所本庁舎仮囲い・JR 横浜駅エキュート
エディション・横浜・名古屋・神戸など全国各地で制作。

Gravityfree（グラヴィティフリー）さん

メンバー紹介

KensukeTakahashi（高橋 憲助）さん

LuiseOno（オノ ルイーゼ）さん
成長をテーマに、植物の生い繁る様や波の流れ、自然界に
溢れるエネルギーを有機的な線で表現している。現在は店
舗内外への壁画や企業・行政とのコラボレーションを経て、
ららぽーと湘南平塚や高知蔦屋書店、清福寺への壁画など、
積極的に大型の壁画制作を行っている。

全体マネジメント

バル（佐藤 航）さん
ガーデングローブ合同会社

2024年度ついに完成した横浜西口の壁画（ミューラルアート）。こちらを制作した3組のアーティ
ストの皆さんにインタビューをしました！下の 3 つのアートは帯状につながっており、1 枚の大
きな壁画になっています。壮大な世界観が広がる作品を、ぜひ横浜西口まで見にきてください♪

特集！

幸川橋

◀横浜駅方面

Niigo ひろば

五段坂

横浜ビブレ東入口

五段坂

制作 movie 公開中▶

interview

N ドン・
キホーテ

相鉄ムービル

横浜ビブレ 幸川橋

壁画アート

ヨコハマ西口アートプロジェクトとは？
セレモニーの様子（2023.10.21）

2023 年制作2024 年制作

2023 年制作

2023 年制作2024 年制作 2024 年制作 2023 年制作

2024 年制作

2024 年制作

↗

バル　このプロジェクトのテーマが「音楽のまち横浜西口」や「GREEN×EXPO 2027
に向けて」という中で考えた時に、Gravityfree さんが描く世界観の持つ力・高橋さん
が描く色々な動物の持つ力・ルイーゼさんが描く花や植物の持つ力、というのが融合し
たらとても良い作品になりそうだなとイメージが湧き、3 組にお声がけしました。全体
ディレクションは Gravityfree さんにお願いをし、素晴らしいコラボレーションになっ
たなと感じています。

オノ　私は平塚出身なんですが、 中高生時代は横浜ビブレで買い物をしていたので、思
い出の地に壁画が描けると聞き、なんて夢みたいな出来事だろうと思いました。制作中、
友達も遊びに来てくれて、何世代にも渡ってやっぱりみんなの思い出の場所なんだなと。
五段坂（ビブレ横の裏路地）は、小さい時はちょっと危ないイメージもあったので、 誰
でも気軽に通りやすくなったのはとても嬉しく思います。

Gravityfree（djow）　 Niigo ひろば（横浜ビブレ横の広場）は演奏する人がいたり、 音
楽ライブがあったりと、 音楽のイベントをよく開催している印象がありました。また、
多様性という意味ではこの 3 組で制作するにあたって、どこの場所にどんな絵が来たら
いいのかなということ　は話しながら決めました。

（8g）　難しかったことは、今回の壁面が横長ということと、制作期間が 2 回に分かれ
ていたことですね。 1 回目の時は、2 回目があるかは未確定の状態だったので、とりあ
えず描きたいことを全て詰め込んだ状態で一旦完結させた覚えがあります。そこから対
象壁面の全面に描けることになり、繋ぎ目はどうするのがいいのかなどを考えました。

コラボでの制作はいかがでしたか？

3組のアーティストに依頼した経緯について

Gravityfree　屋外広告物の条例なども全部乗り越えて、ここまで色々な人が関わった
壁に絵を描かせてもらうことが初めてだったので、 とても勉強になったし、光栄でした。

高橋　そういう意味では普段やってる壁画とはまたちょっと違った緊張感がありつつ、 
でも本当に楽しい現場だったので、 感謝しかないです。

最後に・・・

↗

オノ　私は、制作中に中学生の女の子がずっと壁画を見ていたことがあり、声をかける
と、家出をして困っていた子だったんです。話を聞いて、「何かあったらいつでもここ
に連絡して」と話していたら、お父さんがなんとか見つけてくれて無事に帰れたのです
が、その子は絵を描いたり見たりが好きらしくて、お披露目会にも来てくれて、、、アー
トの力みたいなものを感じて、まちなかでアートをやる意味だなと思った経験です。

Gravityfree（djow）　絵を見始める場所が、横浜駅側の幸川橋からと、Niigo ひろばか
らと、五段坂の途中の階段から上がってくるところと、3 カ所の入口によって見方が変
わるからおもしろいなあと思います。見る方向による順番も意識しながら進めました。

バル　駅側は今までずっと白い壁だったので、顔になる部分として、 「ヨコハマ西口アー
トプロジェクト」だぞ、という決意表明のアートを表現しました。

高橋　駅側からは意外とシンプルに始まって、そこから徐々に密度が濃くなって最後は
Gravityfree さんの世界観が爆発しているというのは、どちらからでも楽しめますよね。

Gravityfree（djow）　音楽っぽいよね、 絵にも抑揚があって。

皆さん　確かに。ちゃんと端から鍵盤でスタートしていて、 A メロ B メロがあり、2023
年に描いた部分が大サビみたいですね。

作品の注目ポイントを教えてください！

↙

Gravityfree（8g）　2 回目の時は、1 回目の壁面積 30％で表していた世界観を崩さずに
拡張し、音楽の核の部分から宇宙や創造神につながるといった壮大なストーリーで全体
をつなぐような意識でした。多様性という部分で、3組の個性を乗せやすいようなフォー
マットができたらいいなというアイデアで進めました。

高橋　Gravityfree さんのラフ画を見て、すごい世界観で面白いなと思いました。お互
い昔から知っている仲なので、それぞれの作品への信頼もあり、 やりやすかったです。

オノ　私は 2 回目の時が出産してすぐの現場復帰でもあり、ブランクを埋めることに悩
みましたが、 Gravityfree さんも高橋さんも大先輩なので、相談しながら進めました。
その中で、今回多様性というキーワードが強くあり、1 回目の時にお二人がカモメを描
いていたので、「今回私もカモメを描いたら三者三様のカモメがあって面白いかな」と
か「同じカモメでも多様性が表現できているかな」と思い、メインとして描きました。

オノ　やっぱり学生の時から
見ていた場所に描かせていただき、
過去の自分に自慢できるような仕事ができました。
さらに、壁画を見て横浜の小学校の先生から授業の依頼もあり、
壁画を通して未来の子どもたちに夢のきっかけみたいなものを作れて、
過去から未来までを全部つなげてくれてる壁だなと。ありがたいなと思っています。

1 回目 (2023) と 2 回目 (2024) との違いは？

バル　僕がこの活動をやっていて感じるのは、壁画の前でコミュニケーションが生まれ
ていることですね。高校生や親子がアートを見て喋ったり、写真を撮りながら楽しそう
にしていたり、 あれってああだよねこうだよねと話したりしながら、 スマホから自然と
顔が上がっていて、それがすごくいいなと思います。

“ まち×アート ” について

↗



PICK UP ‼ 横浜西口エリマネニュース

2024 年は地元商店会や事業者の方も巻き込み、水辺の活用促進ワーキング開催や動力
船の試乗、川遊びワークショップなど水辺に関する取り組みを多く行いました。これ
らを主導しているのが、長らく横浜西口の水辺に関わってきた運営パートナーである
KOKOPELLI＋（ココペリプラス）さんです。代表の寺田さんは、「KOKOPELLI＋として
も横浜西口の水辺で長年現場から水辺の魅力を発信し続けてきて、こういった流れが
できたことは大変喜ばしい。」と語っています。

2018 年に FUTURE PUB’ LIC ヨコハマニシグチの黒板に「横浜西口の（ちょっとだけ）
未来」をチョークアートで描きましたが、今回 6 年ぶりにデザインをアップデートし
ました。アートを描いてくださったのは、前回と同じアーティスト、島根さんです。
前回は西口に新しく建設される建物がメインでしたが、今回はそこから月日が経ち、
エリアマネジメントとして積み重ねてきた活動やその過程で生まれた新しい取り組み
などを中心にしており、西口で活動する人々を活き活きと表現しています。

制作には建築学科の学生や FP TEENS（エリマネ高
校生チーム）も加わり、エリマネの活動をより伝え
やすくできるような模型に進化しました。おすすめ
スポットにピンをつけていき、今後もどんどん更新
予定です。

島根さんのインスタはこちら▶
＠mimi_mimi_118　

今年度の意気込みを伺ったところ、
「新しい水辺の未来が開かれるように
私たちは現場の立場からサポートを
行い、過ごしやすい水辺、そしてや
りたいことをチャレンジできる水辺
に変化できるよう、みなさんに出し
ていただいたアイディアを大切にし
ながら協力していきたいと思いま
す。」とのことで、今後水辺から西口
がどう変化していくのかみなさん楽
しみにしていて下さい！ KOKOPELLI＋代表の寺田さん

街の方と意見を交わすことで見えてきた新たな水辺の可能性

都市模型ウォールも更新しました！

ワーキングで出てきた「西口の水辺でやりたい 80 のコト」の中で、さっそく実験的に 10
月にハゼ釣り調査、3 月にマグネットフィッシングと灯籠流しを行いました。アイデアを出
したからには、まずできることからやってみて、まちのみなさんにも夢物語ではなく実際に
具現化できるということを見て実感してほしいと寺田さんは熱い想いを語ってくれました。

横浜西口の水辺が盛り上がった 2024

活動年表 2024
 41  回目となる今回は、コンセプトを “ヨコハマ
イルミナスクエア” とし、横浜駅中央西口駅前広場や
みなみ西口エリアや川沿い周辺エリアを彩りました。

横浜西口・東口エリア連携イベントとして実施し、
みなさまにはフラワーラリーやフラワーライブペイン
ティング & ジャズライブ等をお楽しみいただきました。

IoT ス マ ー ト リ サ イ ク ル ボ ッ ク ス
「SmaGO（スマゴ）」を Niigo ひろばに
続き今年 5 月に CeeU Yokohama 前と
相鉄ムービル前の2か所に増設しました。 ヨコハマ西口

アートプロジェクト
2024

ヨコハマイルミネーション 2024

よこはま西口ローズフェスタ 2024

5/26 5/24 6/9 6/17 8/23 10/19・20 12/14・15 10/31 10/26 10/6 11/12 12/7

10/26 

2/13 2/5 2/18 2/22 3/11 3/23 3/24 
2025 2024 

IoT ゴミ箱 SmaGO の増設

行政や街の事業者、自治会、商店会の方々にご参加いただき、
昨年度の振り返りと　「西口の水辺でやりたい 80 のコト」
を考えました。横浜西口の水辺の未来について考える、想い
を共有する場となりました。

参加者の皆さまと横浜西口の水辺に
はどんな生き物がいるのか、釣りを
しながら調査をしました。

ヨコハマ西口 TEENS PARTY 2024

サコッシュデザインワークショップ

学校法人岩崎学園の先生と学生と一緒にサコッシュの
デザインを考えるワークショップを開催しました。

ヨコハマ西口
ハロウィン 2024

第３回

こども夢の商店街

地域貢献活動授業の一環として、高校生たちが
ゴミ拾いのクリーンアップ活動や、地域の方と
一緒に防犯パトロールを行いました。

横浜平沼高等学校 地域貢献活動

幸川仮設浮き桟橋から海に出るルートでの動力船
の試乗とワーキングの開催を実施しました。第 1
回目で出た「西口の水辺でやりたい 80 のコト」
をまとめ実現に向けて話し合いました。

横浜西口がクリエイターの皆さんの
発信の場所にもなり、多様な人々が
音楽・ダンス・アートイベントを楽し
めるようなイベントを開催しました。

今までのまとめとして「西口の水辺でやりたい
80 のコト」を決定しました。2025 年度もこ
れらを基に水辺の活用を進めていきます。

YOKOHAMA WESTSIDE
 【C-MAP FES】

昨年に引き続き、今年は壁面
全面を使ったダイナミックな
作品が３名のアーティストに
より誕生し、完成セレモニー
を行いました。

地域活性化サポーターで
集まり、横浜西口の街の
未来について話し合い交
流を図りました。

ヨコニシ会議

一時避難経路を参加者で歩き、横浜市防災センター
にて身近に起こりうる「地震と火災」を体験し、身
近で手に入る「防災バッグ」の講話を行いました。

横浜西口防災ワークショップ

横浜西口灯篭流し

戸部警察様を講師に招き、西口で多い犯罪に
ついての講話をお聞きし、いざという時の対
策を学びました。

新田間川周辺にて水中に落ちている金属製のゴミを
強力なマグネットで釣り上げ回収する実証実験を行
い自転車が 3 台も引き上げられました。

参加者の方は自分の好きなデザ
インで灯籠を制作し、帷子川に
流した後は回収してお持ち帰り
いただきました。

横浜西口防犯ワークショップ

川遊びワークショップ

横浜西口ハゼ釣り調査

川遊びワークショップ

横浜西口マグネットフィッシング

表面へ

KOKOPELLI＋さんは水辺を環境や自然の分野として捉え
ていましたが、まちの方の意見を伺うと世間一般的な捉
え方は違った角度であることが改めて分かり、斬新な意
見を多くいただいたそうです。また事業者や組織のひと
りとして会に出席した人が、組織としての立場ではなく
ひとりの個人としてどんなことに興味を持っているのか
が分かるのは、とてもおもしろかったとのことです。

FP TEENS

新入生歓迎会

FP TEENS

横浜アクションアワード
審査員特別賞受賞

学生がデザインを通してまちとつながる

岩崎学園の学生がデザインしたサコッシュ

大型音楽イベントを開催！

YOKOHAMA WESTSIDE 【C-MAP FES】
12
14・15

岩崎学園の学生がデザインを担当！

サコッシュデザインワークショップ
8
23

PICK
 UP! ↓

PICK
 UP! ↓

FUTURE PUB’ LIC ヨコハマニシグチの
アートが生まれ変わりました

地域活性化サポーターとして「ヨコニシ使いタイ・助けタイ」の活動を行う皆
様に配布する、サコッシュのデザインワークショップを 8 月 23 日 ( 金 ) に実
施しました。横浜駅西口にある、岩崎学園 横浜 f カレッジのファッションラ
イフデザイン学科 1 年生 7 名と先生 1 名（鈴木理恵先生）にご参加いただき、
横浜西口エリアマネジメントが普段行っている活動内容をイメージしたアイコ
ンのデザインを作成しました。

　「1 年生にとっては初めての産学連携
でしたが、横浜に住む学生でもエリマ
ネの事を知らない若者が多いので、エ
リマネの活動内容を知りながら、楽し
くデザインしていました。この先、地
域活性化サポーターの方がこのサコッ
シュを使っている様子を見かけた時、
デザインに携わった学生もさらに喜ぶ
かと思います。」と鈴木先生。

水辺の活用促進ワーキング①
西口の水辺でやりたい 80 のコト検討開始

 

水辺の活用促進ワーキング②
動力船の試乗

水辺の活用促進ワーキング③
西口の水辺でやりたい 80 のコト決定

西口は音楽に挑戦するスタート地点

C-MAP FES 開催時の様子

音楽ライブの様子

横浜西口の音楽イベント「YOKOHAMA 
WESTSIDE C-MAP FES」が 12 月 14 日と
15 日の 2 日間にわたり、Niigo ひろば＆
幸川橋で開催されました。
ベテランの方々とこれから夢を叶える
アーティストがお互いに刺激を受けなが
らパフォーマンスを行ったり、楽器体験
ができるコーナーやペンライト作りワー
クショップ、さらに横浜西口商店会連合
会さんのご協力による模擬店では美味し
いご飯もあり、演者も観客も楽しめる賑
やかなイベントとなりました。
　※【C-MAP】とは、Creative（新たなものを生
み出す）に Music、Art、Performance の頭文
字を繋ぎ合わせた MAP（地図）
を意味しています。

コロナ渦や音楽配信サービスの充実によって、ライブハウスに行かなくても音
楽にふれられる今、不特定多数の人に聴いてもらえる場を求めているパフォー
マーは多いそうです。西口の音楽ライブでは、大勢の人が活動している場所で
演奏できるため、様々な方に聞いてもらえるきっかけになり、アーティスト同
士の横のつながりを作ることもできます。
西口音楽ライブでプロデュースを担当す
る Rip Current Production の松岡さん
は、「これから夢を叶えるパフォーマー
たちが、西口でのライブを通して観客に
喜んでもらえるパフォーマンスの方法を
勉強し、西口ライブがより良くなるよう
にこれからも一緒に考えていきたい。」
と語りました。

岩崎学園でファッションを学ぶ学生にとって、西口は学校の課題でトレンドや
お店のレイアウトなどのリサーチで訪れることが多く、行きやすいのは横浜ビ
ブレのようです。西口
エリアは今時の情報が
入手できるため、放課
後の時間を過ごす学生
も多いそう。この先、
学生にとって遊び場
だった西口が、デザイ
ンの表現の場になり、
まちと繋がっていくこ
とを期待したいです。

11/13～ 2/14  イルミネーション期間 


